
  

こ
ら
む   

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ 

⑦

  　

高
僧
鑑
真
和
上
の
心
眼
に
珠
洲
の
海    

　

私
た
ち
は
中
学
１
年
の
時
、
戦
後
間
も
な
い
こ
と
と
て
自
作
の
草

鞋
を
履
き
米
３
合
持
参
で
一
泊
の
遠
足
に
出
た
。
行
先
は
窓
岩
に
象

徴
さ
れ
る
曽
々
木
海
岸
。
朝
日
の
昇
る
穏
や
か
な
内
海
側
か
ら
、
岩

山
絶
壁
が
海
に
せ
り
出
し
夕
日
が
海
に
沈
む
対
照
的
な
外
浦
の
自
然

学
習
で
あ
っ
た
。

　

当
時
の
曽
々
木
・
真
浦
・
仁
江
海
岸
の
い
く
つ
か
の
ト
ン
ネ
ル
を

潜
り
抜
け
、
海
岸
べ
り
の
崖
に
つ
け
ら
れ
た
小
径
を
つ
た
い
歩
き
、

磯
部
の
岩
礁
の
色
合
い
に
怒
涛
荒
れ
狂
う
厳
冬
の
様
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
。
何
よ
り
も
初
め
て
見
た
沖
に
沈
む
太
陽
の
美
を
シ
ル
エ
ッ
ト
の

よ
う
に
今
だ
に
残
像
と
な
っ
て
い
る
。

　

昭
和
48
年
１
月
、
東
山
魅
夷
画
伯
は
私
た
ち
と
同
じ
コ
ー
ス
を

訪
ね
ら
れ
て
い
る
。
画
伯
が
残
し
た
私
記
に
、「
海
は
見
渡
す
限
り
、

白
い
激
し
い
咆
哮
と
混
沌
で
あ
る
。
磯
に
打
ち
付
け
る
波
の
沫
が
道

路
に
襲
い
か
か
り
、
私
の
頭
上
に
降
る
。
白
い
泡
の
塊
が
、
谷
間
に

ひ
し
め
き
漂
い
、
そ
れ
が
空
中
に
吹
き
上
げ
ら
れ
て
、
岩
の
上
や
路

面
に
ひ
ら
ひ
ら
と
舞
い
落
ち
て
止
ま
っ
て
い
る
。
す
ぐ
、
消
え
て
し

ま
う
と
も
見
え
な
い
。
こ
れ
は
、
浪
の
花
と
呼
ば
れ
、
波
風
荒
い
冬

の
奥
能
登
で
見
ら
れ
る
珍
し
い
現
象
で
あ
る
。
…
…
風
景
的
に
は
、

今
が
最
も
勝
れ
て
い
る
と
思
う
。
空
、
波
、
岩
の
情
景
を
、
し
っ
か

り
眼
底
に
焼
き
付
け
る
よ
う
に
見
つ
め
る
。」（『
唐
招
提
寺
へ
の
道
』）

と
。

　

画
伯
は
何
故
寒
中
奥
能
登
へ
。
そ
れ
は
、
唐
招
提
寺
御
影
堂
「
宸

殿
の
間
」
の
障
壁
画
制
作
の
た
め
の
旅
で
あ
っ
た
。
唐
招
提
寺
は
、

唐
の
高
僧
鑑
真
和
上
が
建
て
ら
れ
、
御
影
堂
「
松
の
間
」
に
尊
像
が

拝
さ
れ
る
。
ご
承
知
の
通
り
、
和
上
は
天
平
勝
宝
５
年
（
７
５
３
）

不
撓
不
屈
の
精
神
力
で
妨
害
・
難
破
・
漂
流
の
12
年
に
わ
た
る
苦
難

の
末
盲
目
と
な
る
も
６
回
目
に
遂
に
来
朝
し
て
、
日
本
の
仏
教
（
戒

律
）、
文
化
に
寄
与
し
た
業
績
は
測
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

　

障
壁
画
は
和
上
の
御
厨
子
の
あ
る
「
松
の
間
」
と
「
宸
殿
の
間
」

の
境
と
な
る
襖
で
あ
る
。
画
伯
は
和
上
の
心
眼
を
う
つ
〈
濤
声
の
間

>

と
す
る
構
想
で
荒
々
し
い
海
を
巡
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
構
図

の
ど
っ
し
り
と
し
て
毅
然
と
し
た
岩
や
右
方
か
ら
左
へ
と
打
ち
寄
せ

る
白
い
波
頭
は
、
北
陸
海
岸
は
能
登
の
、
山
陰
は
青
海
島
な
ど
が
モ

チ
ー
フ
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

私
は
こ
の
名
品
・
障
壁
画
を
拝
観
し
た
時
、
遠
足
の
西
海
を
想
い
、

千
里
浜
の
何
段
も
の
白
い
縞
を
水
平
に
並
び
立
た
せ
て
渚
に
寄
せ
る

壮
大
に
砕
け
る
響
き
を
聞
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
押
上
武
文
〈
府
中
市
・
宝
立
町
出
身
〉）
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横浜・總持寺み霊まつりにキリコ初登場

７月 18 日 ( 日 ) 18：00 －總持寺境内（４面に続く）

日
本
一
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
自
治
体
を
目
指
し
て

                

珠
洲
市
長
　
　

泉 

谷
　

満 

寿 

裕

　

東
京
奥
能
登
応
援
団
の
会
員
の
皆

様
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

先
般
の
珠
洲
市
長
選
挙
に
お
き
ま

し
て
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
か
ら
ご

信
任
を
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
市
政

を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
四
年
間
を
踏

ま
え
て
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
誠
に
あ
り
が
た
く
感
じ
て
お
り
ま
す
し
、
ま
た
、
市
民
の
皆
様
の

大
き
な
ご
期
待
に
お
応
え
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
責
任
の
重
さ

を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

珠
洲
市
の
最
大
の
課
題
は
、
経
済
を
活
性
化
さ
せ
、
若
い
方
に
定
着

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
本
市
の
強
み
で
あ
る
「
食
」

を
中
心
に
、
交
流
人
口
の
拡
大
と
本
市
の
基
盤
産
業
で
あ
る
農
林
水
産

業
の
振
興
を
組
み
合
わ
せ
て
、
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。「
里

山
里
海
自
然
学
校
」
や
「
交
流
施
設
狼
煙
」、「
飯
田
わ
く
わ
く
広
場
」、「
す

ず
な
り
館
」
な
ど
、
礎
と
な
る
施
設
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

今
後
さ
ら
に
、
活
性
化
の
拠
点
、
観
光
の
拠
点
を
市
内
各
地
に
整
備
し
、

公
共
交
通
体
系
を
見
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
結
び
、
活
力
あ
る
豊
か
な
珠

洲
市
を
築
い
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
高
齢
者
や
障
碍
を
持
つ
方
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

配
慮
し
、
活
き
活
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
み
よ
い
珠
洲
市
を
築
い

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
珠
洲
市
に
と
っ
て
、
こ
の
十
年
が
正
念
場
で
あ

り
ま
す
。
珠
洲
市
に
は
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
底
力
が
あ
り
ま
す
。
市

民
の
皆
様
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
め
ば
、
必
ず
や
珠
洲
市
の

未
来
を
切
り
拓
く
こ
と
が
で
き
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
の
視
点
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
、
ぜ
ひ
、
活
か
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
を

通
し
て
、
応
援
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　

東
京
奥
能
登
応
援
団
の
今
後
の
ご
発
展
と
、
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
、

ご
活
躍
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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〜 

能
登
弁
を
思
い
出
し
て
見
ま
せ
ん
か 

〜

 

民
俗
資
料
「
ト
ン
と
昔
あ
っ
た
と
い
」
坂
下
喜
久
次

　

少
年
時
代
に
と
こ
と
こ
と
燃
え
る
い
な
か
の
火
に
あ
た
り
な
が

ら
、
祖
母
に
「
む
か
し
」
を
聞
い
た
こ
と
も
忘
れ
ら
れ
な
い
な
つ

か
し
い
思
い
出
の
一
つ
で
あ
る
。

　
「
は
よ
昔
か
た
ら
し
ま
」
…
…
と
せ
め
る
と
草
鞋
の
緒
を
た
て

乍
ら
「
と
ん
と
昔
あ
っ
た
と
い
」
と
、
何
時
も
同
じ
話
な
が
ら
も

あ
か
ん
と
聞
い
て
い
た
も
の
だ
っ
た
。
祖
母
が
死
ん
で
二
十
年
、

学
問
と
は
古
い
も
の
は
ど
う
で
も
よ
い
の
で
、
常
に
、
常
に
新

し
い
も
の
で
な
け
れ
ば
駄
目
だ
と
思
い
つ
づ
け
て
き
た
私
は
、
今

に
な
っ
て
な
っ
て
過
去
を
し
ら
な
け
れ
ば
現
在
が
わ
か
ら
な
い
と

い
う
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
百
年
前
の
事
が
、
い
や

五
十
年
前
の
事
が
わ
か
ら
な
い
、
わ
か
ら
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
と

い
う
こ
と
に
気
づ
い
た
私
は
、
断
然

歴
史
研
究
に
一
生
を
過
ご
そ
う
と
思

い
ま
し
た
。

　

さ
て
祖
母
が
い
な
い
の
で
私
は
、

こ
の
歳
に
に
な
っ
て
父
母
に
、
動
物

報
恩
譚
に
一
種
で
あ
る
「
舌
切
雀
」

の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
二

人
の
話
に
そ
れ
ぞ
れ
違
う
点
が
あ
る

の
で
す
。
母
親
は
柳
田
生
ま
れ
で
す

か
ら
違
う
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
一

先
づ
記
し
ま
す
。

◎　

舌
切
雀　
（
そ
の
一
）　　
　

父
（
六
一
）

　

と
ん
と
昔
あ
っ
た
と
い
、爺
さ
と
婆
さ
と
屋
根
し
い
た
と
い
い
、

穂
が
三
穂
あ
っ
た
と
い
、
婆
さ
に
一
穂
は
飯
に
た
け
、
一
穂
は
お

か
い
に
せ
、
一
穂
は
の
り
に
た
け
て
て
言
た
と
い
。
婆
さ
婆
さ
糊

ど
こ
へ
や
っ
た
や
い
、
オ
イ
（
台
所
）
の
棚
に
も
な
い
わ
か
い
。

メ
ン
ジ
ャ
（
水
屋
）
の
棚
に
も
な
い
わ
い
わ
か
い
。

雀
や
な
め
て
し
も
う
た
わ
か
い
て
て
婆
さ
舌
切
雀
の
舌
を
鋏
に

切
っ
て
た
た
し
て
や
っ
た
と
い
。爺
さ
ま
さ
が
し
に
行
っ
た
と
い
。

そ
し
た
ら
一
番
始
め
に
ご
ん
ぼ（
牛
蒡
）洗
い
が
お
っ
た
の
で「
ご

ん
ぼ
う
洗
い
様
、
ご
ん
ぼ
う
洗
い
様
こ
こ
へ
舌
切
雀
が
通
ら
な
ん

だ
か
い
」
そ
し
た
ら
「
ご
ん
ぼ
う
三
本
食
べ
れ
ば
お
し
え
て
た
あ

し
る
」
て
て
言
う
た
と
い
。
ご
ん
ぼ
う
三
本
食
べ
た
ら
「
向
こ
う

に
に
ん
じ
ん
洗
い
が
お
る
さ
か
い
に
ん
じ
ん
洗
い
に
と
え
」
て
て

い
っ
た
と
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
号
に
つ
づ
く
）

「
す
ず
ろ
も
の
が
た
り
」18
号（
昭
和
30
年
正
月
上
旬
発
行
か
ら
）

東
京
の
銭
湯
で
見
附
島
が
見
え
ま
す

 品川区小山６‒７‒２ 東京浴場 女湯
 品川区西五反田６‒１８‒３ 松の湯 女湯
 大田区南六郷１-５-１７ 太平湯 女湯
 江東区亀戸３-１１-１０ 天神湯 男湯
 江東区亀戸６-４９-１４ 富山湯 女湯
 台東区東上野５-４-１７ 寿　湯 男湯

〜 
湯
に
浸
か
り
に
行
っ
て
見
ま
せ
ん
か
！ 

〜

石
川
・
見
附
島 

銭
湯
が
結
ん
だ
縁

 江戸川区西葛西１-１２-１７ 兼の湯 女湯
 練馬区貫井１-１７-４ ニュー銭湯和倉 男湯
 練馬区上石神井台６-１９-２６ たつの湯 女湯
 武蔵野市吉祥寺本町１-１８-９ よろず湯 女湯
 横浜市磯子区中原４-２６-１３ 杉田湯 男湯
 川崎市川崎区浅田４-３-１０ 御幸湯 男湯
 　　　　　　　　　 （庶民文化研究所　町田　忍所長　調べ）

東京・神奈川で「見附島」の壁画がある銭湯  ● 銭湯背景絵師　中島盛夫氏制作
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でで

きき

ごご

とと

 

◉
能
登
は
夏
祭
り
シ
ー
ズ
ン
だ
！
！

　

飯
高
同
窓
会
東
京
支
部
総
会
開
催
さ
れ
る

  

◉ 

東
京
で
の
ふ
る
さ
と
行
事
案
内

９
月
８
日
〜
14
日　

そ
ご
う
八
王
子
店

 

第
５
回
金
沢
・
能
登
の
れ
ん
市

９
月
９
日
〜
15
日　

東
武
船
橋
店

 

第
23
回
北
陸
三
県
の
物
産
展

９
月
16
日
〜
23
日　

福
田
屋
宇
都
宮
店

 

第
１
回
金
沢
・
能
登
展

９
月
25
日
（
土
）   

池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

 
             

ワ
ー
ル
ド
イ
ン
ポ
ー
ト
マ
ー
ト
４
階

 

石
川
県
に
就
農
を
希
望
す
る
新
規
就
業
相
談
会

　
　
　
　
「
新
農
業
人
フ
ェ
ア
ー 

２
０
１
０
」

●
７
月
２
日
（
金
） 

３
日　

宇
出
津
あ
ば
れ
祭
り　

能
登
町
宇
出
津

●
７
月
19
日
（
月
） 

〜
21
日
（
水
）
飯
田
燈
籠
山
祭
り　

飯
田
町

●
７
月
27
日
（
火
） 

恋
路
の
火
祭
り　

能
登
町
恋
路

●
８
月
７
日
（
土
） 

七
夕
祭
り　

宝
立
町
、
上
戸
町

●
８
月
13
日
（
金
） 

砂
取
節
祭
り　

馬
緤
町　
　
　
　

●
８
月
16
日
（
月
） 

飯
田
高
校
同
窓
会
総
会　

珠
洲
商
工
会
議
所

●
８
月
22
日
（
日
） 

〜
25
日
（
水
）　

輪
島
大
祭　

輪
島
市

●
９
月
10
日
（
金
） 

11
日
（
土
）
キ
リ
コ
祭
り　

　
　
　
　
　
　
　
　

 

蛸
島
町
（
早
船
狂
言
）
三
崎
町
寺
家

●
９
月
14
日
（
火
） 

曳
き
山
祭
り　

上
戸
町
、

●
９
月
14
日
（
火
） 

15
日
（
水
）　

キ
リ
コ
祭
り
（
奴
振
り
）
正
院
町

●
９
月
16
日
（
木
） 

柳
田
大
祭　

能
登
町
柳
田

　

５
月
22
日
千
代
田
区
・
グ
ラ
ン

ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
に
お
い
て
、
飯

田
高
校
同
窓
会
東
京
支
部
総
会
が

約
90
人
で
開
催
さ
れ
た
。

　

表
久
雄
支
部
長
が
「
同
窓
生
の

絆
を
大
切
に
し
よ
う
」
と
挨
拶
、

次
い
で
珠
洲
か
ら
の
来
賓
の
坂
尻

忠
秀
飯
田
高
等
学
校
長
が
祝
辞
で

珠
洲
実
業
高
校
と
統
合
し
た
新
生

飯
田
高
校
の
現
況
を
、
矢
田
勝
治

同
窓
会
会
長
が
本
部
の
活
動
状
況

を
報
告
、
谷
辰
夫
監
事
が
東
京
の

事
業
報
告
を
行
い
、
表
支
部
長
の

再
任
を
決
め
た
。

　

松
尾
弌
之
東
京
純
心

大
学
学
長
（
12
回
生
）

が
「
現
代
ア
メ
リ
カ
の

明
と
暗
」
と
題
し
記
念

講
演
を
行
い
、
参
加
者

の
最
古
参
・
谷
克
巳
顧

問
（
中
14
回
生
・
東
京

珠
洲
会
会
長
）
の
乾
杯

で
懇
親
会
と
な
っ
た
。

　

本
部
役
員
を
擁
し
12

人
参
加
の
18
回
生
や
初

参
加
を
含
む
６
人
参
加

の
26
回
生
の
意
気
高

く
、
能
登
の
ま
つ
り
の

ビ
デ
オ
放
映
や
飛
び
入

り
の
「
木
遣
ら
げ
」
に

盛
り
上
が
っ
た
。
途
中
、

石
川
県
空
港
企
画
課
表
正
人
課
長
か

ら
「
能
登
空
港
存
続
の
た
め
の
搭
乗

率
確
保
の
ご
協
力
を
」
や
平
蔵
歳
吉

氏
か
ら
「
ふ
る
さ
と
の
活
性
化
に
都

会
の
支
援
」
な
ど
ふ
る
さ
と
の
切
実

な
る
呼
び
か
け
も
続
い
た
。

　

最
後
は
校
歌
を
合
唱
し
再
会
を
約

し
て
閉
会
と
な
っ
た
。

珠
洲
市
観
光
大
使
・
珠
洲
春
希
さ
ん
出
演

「
宝
塚
歌
劇
団―

蘭
寿
と
む
コ
ン
サ
ー
ト
」

９
月
15
日
（
水
）

       

│
17
日(

金)　

世
田
谷
区
三
軒
茶
屋

人
見
記
念
講
堂

　

□
「
東
京
珠
洲
会
」
総
会 

□

９
月
26
日(

日)

14
：
00
〜

御
徒
町
「
池
田
屋
」

台
東
区
上
野
３
│
27
│
12(0

3
-3
8
3
6
-0
4
4
5
)

Ｊ
Ｒ
御
徒
町
駅
前 
吉
池
ビ
ル
７
Ｆ

●
お
問
い
合
わ
せ
・
参
加
申
し
込
み
は

　

谷 

克
巳 

会
長　

Tel 0
3
-3
8
2
1
-0
5
4
0

【
お
申
し
込
み
締
切
り
日
】　

８
月
５
日（
木
）
必
着

〒1
5
8
-0
0
8
2
 

東
京
都
世
田
谷
区
等
々
力
３
―
21
―
19

ラ
・
パ
リ
オ
等
々
力
５
０
４ 

園
田 

貴
子 

宛 

「
す
ず
の
会
」

TEL 0
9
0
-3
1
0
5
-4
4
3
3
  

E-m
ail  ku-chan.tk1

1
0
@
docom

o.ne.jp

  

第
４
回
首
都
圏
い
し
か
わ
交
流
会

８
月
22
日(

日)

12
：
00
│
14
：
00

グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
赤
坂
「
五
色
」

千
代
田
区
紀
尾
井
町
１
│
２　

0
3
-3
2
3
4
-1
1
1
1

会
費　

５
，
０
０
０
円

懇
親
会
形
式
で
の
交
流
、
親
睦
会

ふ
る
さ
と
名
産
品
の
販
売
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作        

株
式
会
社 

警
察
研
修
社  TEL. 0

3

│3
3
6
5

│3
8
2
9
   info@

kksh.jp
　

石
川
県
と
も
縁
の
あ
る
横
浜
市
鶴
見
の
總
持
寺
に
能
登
の
キ
リ
コ
が
２
基
搬

入
さ
れ
間
も
な
く
お
寺
の
行
事
に
参
加
し
ま
す
。
キ
リ
コ
は
、
何
基
か
並
ん
で

太
鼓
・
鐘
を
打
ち
鳴
ら
し
練
り
歩
い
て
こ
そ
祭
り
の
趣
が
出
ま
す
。
珠
洲
の
キ

リ
コ
と
合
わ
せ
て
輪
島
と
能
登
町
の
３
基
の
キ
リ
コ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
出
身

者
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
な
り
、
能
登
人
の
心
意
気
を
見
て
も
ら
う
行
事
に
発
展
す

る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

老
い
も
若
き
も
、
男
も
女
も
、
大
勢
の
担
ぎ
手
集
ま
れ
ー
！
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
事
務
局　

光
眞
）

事 

務 

局 

か 

ら

  

大
相
撲 

平
成
二
十
二
年
五
月
場
所 

成
績

幕
下
西
二
四 

玉
大
輝 

片
男
波 

三
勝
四
敗 

久
山　

毅

 
 

能
登
町 

 

（
金
沢
市
工
高
）

幕
下
東
三
〇 

坂　

口 

玉
ノ
井 

四
勝
三
敗 

坂
口
靖
幸

 
 

珠
洲
市 

 

（
金
沢
市
工
・
東
洋
大
）

幕
下
西
四
四 

寺　

下 

阿
武
松 

六
勝
一
敗 

寺
下
隆
浩

 
 

能
登
町 

 

（
金
沢
市
工
・
東
洋
大
）

三
段
目
西
四 

松　

緑 

阿
武
松 

六
勝
一
敗 

藪
下
哲
也

 
 

能
登
町

三
段
目
西
七
四 

能
登
東 

玉
ノ
井 

一
勝
六
敗 

三
瀬
功
太

 
 

能
登
町 

 

（
金
沢
市
工
高
）

三
段
目
東
八
四 

駿　

馬 

間
垣 

四
勝
三
敗 

中
板
秀
二

 
 

珠
洲
市 

 

（
飯
高
・
杏
林
大
）

序
二
段
西
二
一 

能
登
櫻 

阿
武
松 

六
勝
一
敗 

島　

和
也

 
 

能
登
町 

 

（
金
沢
東
高
）

キリコ担ぎ手募集！！
―15:00から境内受付で参加登録―
参加費1,000円＋貸し半纏1,000円（半纏買取　5,000円）
●15：00－担ぎ練習  ● 18：00－境内巡行（終了20：30）

参加上のお願い
●半纏、足袋（雪駄）でご参加ください。
●行事中の飲酒は禁止です（終了後の反省会で食事等の準備あり）
●男子更衣室がありませんので貴重品は持たないでください。
 （女子更衣室あり、駅ロッカーのご利用も）
　― 見物は随意ご自由に ― 「激励」「奉納」は歓迎！！

お問い合わせ
東京で能登の祭りをやろう会　八木淳成　03-3989-1808
東京奥能登応援団　光眞　章　090-8876-4901

※ 曹洞宗大本山總持寺
石川県門前町にあった諸獄寺を１３２１年太祖榮山禅師
が諸獄山總持寺と改められたのが始まりです。明治の大
火を機に明治４４年大本山が横浜市に移転しました。今
年は移転９９年になります。来年８月移転百年を記念し
門前町の実行委員会（委員長・高作昌年輪島市議会議員）
が「ごうらい祭り」（神輿、獅子舞、踊りなど）を伴い
鶴見で交流を行う計画です。
●所在地　横浜市鶴見区鶴見２－１－１
　　　　　ＪＲ京浜東北線　鶴見駅西口より　徒歩７分
　　　　　京浜急行　京急鶴見駅より　　徒歩１０分

〈今年３月 28日キリコ祭り靖国神社にご奉納〉

門前夏季例大祭実行委員会・高作昌年委員長からのメッセージ
来年８月１９日～２１日石川県門前町から大挙して鶴見を訪問し、總持寺の奇祭
「ごうらい祭り」を披露しようと準備を進めています。大本山移転百年を機に門
前と鶴見の関係を強め交流を深めて行きます。東京門前会、東京輪島会、東京奥
能登応援団、東京で能登の祭りをやろう会をはじめ首都圏のふるさと会の皆様の
絶大なるご支援をよろしくお願いいたします。

７月18日(日) 18：00 ─ 總持寺 み霊祭り

９
月
18
日（
土
）〜
19
日
（
日
）

板
橋
区
大
山

ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
商
店
街

今
年
も
飯
田
商
店
街
が
出
店
し

「
珠
洲
物
産
展
」

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
と
れ
た
て
大
和
」

　

  

神
奈
川
県
大
和
市
に

　
　
　

珠
洲
市
の
特
産
品
が
並
び
ま
し
た
！

　

６
月
12
日
大
和
駅
西
側
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
に
オ
ー
プ
ン
。
和
菓

子
、
洋
菓
子
、
ソ
ー
セ
イ
ジ
な
ど
大
和
市
の
推
奨
品
や
市
内
で

取
れ
た
農
産
物
の
ほ
か
、
秋
田
、
山
形
、
千
葉
、
山
梨
の
６
市

の
名
産
品
と
並
ん
で
「
珠
洲
市
の
ブ
ー
ス
」
で
干
物
・
塩
な
ど

の
特
産
品
が
陳
列
・
即
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
、
懐
か
し
い
能
登
の
味
覚
を
お
買
い

求
め
く
だ
さ
い
。

   

年
中
無
休　

営
業
時
間1

0
:0
0
-1
9
:0
0

　

TEL2
4
0
-8
3
4
0

 

〈
と
り
た
て
大
和
〉 http://w

w
w
.yam

ato-kasseika.jp/

昨年の様子


